
滋賀県高等学校教育研究会特別支援教育研究部会
令和元年度自立活動部会　夏季研修会 

目からうろこの最新ICT事情 
～豊かなコミュニケーションのために～

NPO法人支援機器普及促進協会 
理事長　　高松　崇



Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　高等部1年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Topics



https://www.youtube.com/watch?v=fGxi9k-LRJQ

https://www.youtube.com/watch?v=fGxi9k-LRJQ


https://www.youtube.com/watch?v=fGxi9k-LRJQ

https://www.youtube.com/watch?v=fGxi9k-LRJQ


https://jp.techcrunch.com/2019/06/11/2019-06-09-apple-puts-accessibility-features-front-and-center/

https://jp.techcrunch.com/2019/06/11/2019-06-09-apple-puts-accessibility-features-front-and-center/


【基本編】AMAneo BTiの使いかた - 
iPad/iPhoneをアシスティブマウスで操作



重度障害者がロボットで接客する実験カフェ分身「ロボットカ
フェ DAWN ver.β」11月にＯＰＥＮ！



Using Talkitt SD



Google Home



Tobii PCEye



Emotiv Insight - A brain activity tracker



Chapter 1

　機器の特性を理解する



これまでの機器との違い

携帯性 
即時性 
アプリケーション 
カメラ 
音声認識 
音声操作 



タブレット端末の優位性

携帯性（どこでも）学校と家庭で同じ環境 
操作性（だれでも）自分で出来る 
機動性（いつでも） 
GPS（位置情報）機能 
AR（拡張現実機能）を使う 
カメラ＆コンピューター機能 
カメラの活用 
音の扱い



Chapter 2
AAC

（拡大代替コミュニケーション）
としての活用

ポイントはコミュニケーションを理解すること 



http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf

http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf


http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf

http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf


伝えたい！　という気持ち

　　どうすれば・・
　　そもそも言いたい事ある？！

伝わった！　という体験

　　どうすれば・・
　　どうしても言葉でなければ駄目？！



絵カード



分かりやすさ⇒大 
汎用性⇒低い

分かりやすさ⇒小 
汎用性⇒高い

絵カードの落とし穴

可愛いからでは意味がない・・



画像をアルバムに保存（自主的な参加）







VOCA
Symbol



つくるんです 
(絵カード作成ツール）



絵カードメーカー 
(絵カード作成ツール）



すききらいカメラ 
(簡単意思表示）



Snap Scene Lite 
(シンボルVOCA）



DropTalk 
(シンボルVOCA）



SoundingBoard 
(シンボルVOCA）



えこみゅ 
(シンボルVOCA）



VOCA(TTS)
Text-to-Speech



難易度⇒高 
汎用性⇒高

難易度⇒低 
汎用性⇒低

テキスト版VOCAの落とし穴

文字が読めると書かせたくなる・・



指伝話ちょっと 
(テキストVOCA）



ごじゅーおん 
(テキストVOCA）



日本語おしゃべりキーボード 
(テキストVOCA）



Chapter 3
学習について



Bitsboard 
(概念形成、文字、ことば・・）

フラッシュカード 
択一問題 
ことば 

マッチング（音＋絵） 
（音＋文字、絵＋文字、絵＋絵） 

もじならべ 
もじ入力 

ことばさがし

ねらいは？！ 
語彙力 
文字 
・・・ 
Point 

興味関心



どーれかな？ 
(択一問題を簡単作成）

択一問題を自由に作成できます 
言葉を習得しはじめた子どもが、写真な
どの画像やひらがなを自己選択・自己決
定してマッチングし、語彙力を高める

Point 
択一問題



まるばつクイズメーカー 
(正誤判定により次の問題を選択できます）

○×（まるばつの２択）クイズをiPad上
で簡単に作成することができるアプリで
す。

Point 
回答によって 
次の問題を 
変更できる



Make It for Teachers 
(マッティング・文字・数・択一などの問題を簡単作成）

Point 
概念の理解 
グループ分け 
言葉の学習



つくるんです 
(その他、ほぼ何でも作れてしまいます・・）

Point 
児童・生徒は　まなぶんです 
　教材を変更されない 
学習管理には、のこるんです 
　学習の履歴管理ができる



FingerBoard 
(その他、ほぼ何でも作れてしまいます・・）

触れたものが動かせる、触れると反応が
返る、触れると音が流れ、映像が流れ
る... 
intuitive(直感的)で、interactive(双方向
的)な教材が、学生を「まなび」へと没
入させます。

Point 
児童・生徒はFinger Board　生徒版 
　　教材が壊れない 
自由度は高いが、作成はちょっと難
しい



Scannable 
(電子書籍の作成）

Point 
電子絵本の作成



ぼいすぶっく 
(音声付き電子書籍の作成） Point 

音声付き 
電子絵本の作成



Book Creator One 
(音声付き電子書籍の作成） Point 

音声付き 
電子絵本の作成



ひなぎく 
(デイジー教材の自作）

Point 
音声付き 

デイジー教材の自作



よめるんです 
(音声付き教材の自作）

Point 
音声付き 
教材の自作



読む



スピーチ（iPad アクセシビリティ）







書く



3 Genius Tips for Pencil Grip



音声入力



　mazec手書き（アプリ）



でかキーボード（アプリ）



　こどもキーボード（アプリ）



計算する









まとめ



言葉で話せなくても 

文字で伝えられなくても 

絵カードで意思表示できなくても 

伝える手段は無数にある！ 

どう汎化させるのか？



機器に子どもたちを合わせるのではなく 

子ども達に機器を合わせること



タブレット端末を使う必然性はあるのか？ 
アナログの方が簡単 

でも出来ないこともある 
子どもたちが何を伝えたいのか？ 

誰と繋がりたいのか？ 

既存の支援と比較しないと必然性はわからない 
（＝いろいろな手段の選択肢を持つ）



ねらいを明確に 

指導は柔軟に 

機材はシンプルに

国立特別支援教育総合研究所　金森先生より



子どもたちに、言わせたい事ではなく 

子どもたちが、言いたい事！



おもちゃと遊びの支援技術（AT)

コミュニケーションの原点を考えていくと、子どもにとって遊びの場面が
とても重要であることが分かります。他者との共感や共有の関係性、模倣
やイメージ力の発展、人と物と人との三項関係など、コミュニケーション
の基礎的な課題が遊びの場面にたくさん存在しています。

しかし、重度の障がいのある子どもは、自分から主体的に他の子どもたち
と関わって遊ぶような場面がありません。

そこで、これまで培われてきた多様な支援技術を生かし、ハイテク機器の
代わりにおもちゃをつなぐことで、重度障がい児の遊びの場面を拡大、充
実させることを試みます。どんなに障がいの重い子どもでも、楽しく遊べる
ようになれば興味は広がり、みんなの仲間に入って活動できるようになれ
ば、自然にコミュニケーションの力も発達していくはずです。

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.htmlより一部抜粋

http://www.wakayama-u.ac.jp/~eda/newpage2.html


自立とは・・・



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


Reference book



https://www.fisdom.org/F00010002/   
https://www.npo-edge.jp/support/mooc/japanese  

https://www.fisdom.org/F00010002/
https://www.npo-edge.jp/support/mooc/japanese


講座全体の概要はこちらから



https://www.kokuchpro.com/event/c2c175c508b3279844f00167b260838d/

https://www.kokuchpro.com/event/c2c175c508b3279844f00167b260838d/


ICT虎の穴2019 in Okinawa の申し込みはこちらから















マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・ス
マートフォン等の情報端末の活用が障害
を持つ子どもたちの生活や学習支援に役
立つことを目指し2009年6月から「あき
ちゃんの魔法のポケットプロジェクト」
をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



EDGE



http://npo-atds.org

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi


